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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月22日(2010.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）１つまたは複数の電子的に相互接続された太陽電池を含み、受光側と背面側とを
有する太陽電池層と、（ｉｉ）ポリ（ビニルブチラール）を含む第１の副層および金属ま
たはポリマーフィルムを含む第２の副層を含む少なくとも１つの予備成形された二層シー
トとを含む太陽電池ラミネート。
【請求項２】
　（ｉ）上から下に、フロントシートカプセル材層、１つまたは複数の電子的に相互接続
された太陽電池を含む太陽電池層、およびバックシートカプセル材層を含むアセンブリを
提供し、（ｉｉ）前記アセンブリをラミネートして、太陽電池モジュールを形成すること
を含み、前記２つのカプセル材層のうち少なくとも１つが、ポリ（ビニルブチラール）を
含む第１の副層と、金属またはポリマーフィルムを含む第２の副層とを含む予備成形され
た二層シートで形成されている太陽電池ラミネートを製造する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
実施例１５～２８
　上の表１に示す１２×１２インチ（３０５×３０５ｍｍ）の太陽電池ラミネート構造を
組立て、ラミネーションプロセス２によりラミネートする。各構造において、層は上から
下の順番で記載されており、予備成形された二層シートのポリ（ビニルブチラール）副層
は、太陽電池表面と直接接触する。
　次に、本発明の態様を示す。
1.　（ｉ）１つまたは複数の電子的に相互接続された太陽電池を含み、受光側と背面側と
を有する太陽電池層と、（ｉｉ）ポリ（ビニルブチラール）を含む第１の副層および金属
またはポリマーフィルムを含む第２の副層を含む少なくとも１つの予備成形された二層シ
ートとを含む太陽電池ラミネート。
2.　（ａ）前記金属フィルムがアルミニウムホイルであり、（ｂ）前記ポリマーフィルム
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が、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、環状ポリオレフィン、ノルボルネンポリマー、ポリスチレン、シン
ジオタクチックポリスチレン、スチレン－アクリレートコポリマー、アクリロニトリル－
スチレンコポリマー、ポリ（エチレンナフタレート）、ポリエーテルスルホン、ポリスル
ホン、ナイロン、ポリ（ウレタン）、アクリル、酢酸セルロース、三酢酸セルロース、セ
ロファン、塩化ビニルポリマー、ポリ塩化ビニリデン、塩化ビニリデンコポリマー、フル
オロポリマー、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン、ポリテトラフルオロエチレン
およびエチレン－テトラフルオロエチレンコポリマーからなる群から選択されるポリマー
組成物を含み、（ｃ）前記１つまたは複数の太陽電池が、多結晶太陽電池、薄膜太陽電池
、化合物半導体太陽電池およびアモルファスシリコン太陽電池からなる群から選択される
上記１に記載の太陽電池ラミネート。
3.　（ａ）前記少なくとも１つの予備成形された二層シートが、前記太陽電池層の受光側
にラミネートされ、フロントシートカプセル材層として作用し、（ｂ）前記少なくとも１
つの予備成形された二層シートの前記第２の副層が、ポリマーフィルムを含み、（ｃ）前
記太陽電池ラミネートが、前記太陽電池層の前記背面側にラミネートされたバックシート
カプセル材層をさらに含み、ポリ（ビニルブチラール）、α－オレフィンおよびα，β－
エチレン化不飽和カルボン酸の酸コポリマー、α－オレフィンおよびα，β－エチレン化
不飽和カルボン酸の部分または完全中和酸コポリマーから誘導されたイオノマー、ポリ（
エチレン－コ－ビニルアセテート）、ポリ（ビニルアセタール）、熱可塑性ポリウレタン
、ポリ（塩化ビニル）、ポリエチレン、ポリオレフィンブロックエラストマー、エチレン
アクリレートエステルコポリマー、シリコーンエラストマーおよびエポキシ樹脂からなる
群から選択されるポリマー組成物を含む上記１または２に記載の太陽電池ラミネート。
4.　前記バックシートカプセル材層が、第２の予備成形された二層シートで形成されてい
る上記３に記載の太陽電池ラミネート。
5.　（ａ）前記少なくとも１つの予備成形された二層シートが、前記太陽電池層の前記背
面側にラミネートされ、バックシートカプセル材層として作用し、（ｂ）前記少なくとも
１つの予備成形された二層シートの前記第２の副層が、前記ポリマーフィルムを含み、（
ｃ）前記太陽電池ラミネートが、前記太陽電池層の前記受光側にラミネートされたフロン
トシートカプセル材層をさらに含み、ポリ（ビニルブチラール）、α－オレフィンおよび
α，β－エチレン化不飽和カルボン酸の酸コポリマー、α－オレフィンおよびα，β－エ
チレン化不飽和カルボン酸の部分または完全中和酸コポリマーから誘導されたイオノマー
、ポリ（エチレン－コ－ビニルアセテート）、ポリ（ビニルアセタール）、熱可塑性ポリ
ウレタン、ポリ（塩化ビニル）、ポリエチレン、ポリオレフィンブロックエラストマー、
エチレンアクリレートエステルコポリマー、シリコーンエラストマーおよびエポキシ樹脂
からなる群から選択されるポリマー組成物を含む上記１または２に記載の太陽電池ラミネ
ート。
6.　入射層、第２のフロントシートカプセル材層およびバックシートをさらに含み、（ａ
）少なくとも１つの予備成形された二層シートの前記第１の副層が、前記太陽電池層と直
接接触し、かつ接合しており、（ｂ）間にある前記第２のフロントシートカプセル材層に
より、前記予備成形された二層シートに、前記入射層がボンドされており、（ｃ）前記太
陽電池層の反対の前記バックシートカプセル材層に、前記バックシートがラミネートされ
ている上記３に記載の太陽電池ラミネート。
7.　入射層、第２のバックシートカプセル材層およびバックシートをさらに含み、（ａ）
少なくとも１つの予備成形された二層シートの前記第１の副層が、前記太陽電池層と直接
接触し、かつ接合しており、（ｂ）前記太陽電池層の反対の前記フロントシートカプセル
材層に、前記入射層がラミネートされており、（ｃ）間にある前記第２のバックシートカ
プセル材層により、前記少なくとも１つの予備成形された二層シートに、前記バック層が
ボンドされている上記５に記載の太陽電池ラミネート。
8.　入射層、第２のフロントシートカプセル材層およびバックシートをさらに含み、（ａ
）少なくとも１つの予備成形された二層シートに、前記第１の副層側で、前記入射シート
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がラミネートされており、（ｂ）前記少なくとも１つの予備成形された二層シートの前記
第２の副層が、間にある前記第２のフロントシートカプセル材層により、前記太陽電池層
の前記受光側にボンドされており、（ｄ）前記太陽電池層の前記背面側にラミネートされ
た前記バックシートカプセル材層に、前記バックシートがラミネートされている上記３に
記載の太陽電池ラミネート。
9.　入射層、第２のバックシートカプセル材層およびバックシートをさらに含み、（ａ）
前記太陽電池層の前記受光側にラミネートされたフロントシートカプセル材層に、入射層
がラミネートされており、（ｂ）前記少なくとも１つの予備成形された二層シートの前記
第２の副層が、間にある前記第２のバックシートカプセル材層により、前記太陽電池層の
前記背面側にボンドされており、（ｃ）前記少なくとも１つの予備成形された二層シート
に、前記第１の副層側で、前記バックシートがラミネートされている上記５に記載の太陽
電池ラミネート。
10.　（ｉ）上から下に、フロントシートカプセル材層、１つまたは複数の電子的に相互
接続された太陽電池を含む太陽電池層、およびバックシートカプセル材層を含むアセンブ
リを提供し、（ｉｉ）前記アセンブリをラミネートして、太陽電池モジュールを形成する
ことを含み、前記２つのカプセル材層のうち少なくとも１つが、ポリ（ビニルブチラール
）を含む第１の副層と、金属またはポリマーフィルムを含む第２の副層とを含む予備成形
された二層シートで形成されている太陽電池ラミネートを製造する方法。
11.　工程（ｉ）において、（ａ）前記アセンブリが、入射層、第２のフロントシートカ
プセル材層およびバックシートをさらに含み、（ｂ）前記フロントシートカプセル材層が
、前記予備成形された二層シートで形成されていて、前記太陽電池層と直接接触した前記
第１の副層を有しており、（ｃ）前記予備成形された二層シートの前記第２の副層に隣接
配置された前記第２のフロントシートカプセル材層に、前記入射層が隣接配置されていて
、（ｄ）前記太陽電池層の反対の前記バックシートカプセル材層に、前記バックシートが
隣接配置されている上記１０に記載の方法。
12.　工程（ｉ）において、（ａ）前記アセンブリが、入射層、第２のバックシートカプ
セル材層およびバックシートをさらに含み、（ｂ）前記バックシートカプセル材層が、前
記予備成形された二層シートで形成されていて、前記太陽電池層と直接接触した前記第１
の副層を有しており、（ｃ）前記太陽電池層の反対の前記フロントシートカプセル材層に
、前記入射層が隣接配置されており、（ｄ）前記予備成形された二層シートの前記第２の
副層に隣接配置された前記第２のバックシートカプセル材層に、前記バックシートが隣接
配置されている上記１０に記載の方法。
13.　工程（ｉ）において、（ａ）前記アセンブリが、入射層、第２のフロントシートカ
プセル材層およびバックシートをさらに含み、（ｂ）前記フロントシートカプセル材層が
、前記予備成形された二層シートで形成されていて、（ｃ）前記太陽電池層に隣接配置さ
れた前記第２のフロントシートカプセル材層に隣接配置された第２の副層を有する、前記
予備成形された二層シートの前記第１の副層に、前記入射層が隣接配置されていて、（ｄ
）前記太陽電池層の反対の前記バックシートカプセル材層に、前記バックシートが隣接配
置されている上記１０に記載の方法。
14.　工程（ｉ）において、（ａ）前記アセンブリが、入射層、第２のバックシートカプ
セル材層およびバックシートをさらに含み、（ｂ）前記バックシートカプセル材層が、前
記予備成形された二層シートで形成されていて、（ｃ）前記太陽電池層の反対の前記フロ
ントシートカプセル材層に、前記入射層が隣接配置されていて、（ｄ）前記太陽電池層に
隣接配置された前記第２のバックシートカプセル材層に隣接配置された第２の副層を有す
る、前記予備成形された二層シートの前記第１の副層に、前記バックシートが隣接配置さ
れている上記１０に記載の方法。
15.　ラミネーションの前記工程（ｉｉ）が、前記アセンブリを加熱することにより実施
される上記１０に記載の方法。
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